家族の支援について

障がい者に関する課題を考えるとき、障がい者を囲む家族に発生する課題はまさに障がい者問題の特徴を顕著に表したものです。ある特定の人に関する課題が周囲の人にきわめて大きな影響を及ぼすという点において。しかも、その影響が一時的に現れるのではなく、いわゆるライフサイクル上の多くの時間に影響が現れます。特に現在の我が国においては。
なぜ、現在の我が国においてそのような状況が起こっているのかと考えた場合は、その背景には我が国特有の社会的条件があるものと思えます。
わたくしが属している福岡市手をつなぐ育成会をはじめ多くの手をつなぐ育成会の基本理念あるいはその存立するベースとなる考え方の中には必ず「家族」という言葉が入っています。また、今回、関わらせていただいた「福岡市に障がい者差別禁止条例をつくる会」に寄せられた１０００件を超える差別あるいは差別に近いと思われる事例を見た時、実はこの事例はほとんど障がい者本人が抱える課題であると同時に本人を含む家族の大きな課題であることに気づかされます。このことは、障がい者を含む家族の支援（家族に対する支援）と表裏一体のものであることを伝えます。
現代の福祉の根本的な考え方であり、同じ時間帯の中で生きている障がい者個人のありかたを問うあるいは規定するノーマライゼーションが障がい者にとっての大きな課題であると同時に、障がい者が属する家族にとってのノーマライゼーションが同時に重要な課題であります。家族のノーマライゼーションが必要であるという視点は基本的でかつ誤りのない必要な視点であると思います。このことに我が国（国や国民を含めて）は長く気づきませんでした。言ってみれば、私たちの障がいに対する見方、そして、それを包み込んでしまわなければならなかった家族観はこのようなものであったということであるということだと思います。私自身に引き付けて考えた場合も、常に障がいのあるわが子のことが私自身の人生の多くの場面における対処を考える場合のベースにあるあるいはあったと改めて気づかされます。これまでの我が国の社会はそのように考えなければ生きてこれなかった社会（少なくとも思考の中で）であり、その意味で家族のノーマライゼーションは考えてこられてなかった、家族は意識的に考えてこなかったのではないでしょうか。ひょっとして、そのことに気付いた親も自分の心の中で納めてきてしまったのではないでしょうか。そうしなければ、今までの我が国では周囲の人とお付き合いし生きてこれなったかもしれません。
障がいのあるわが子が生まれて、就学して、成人期を迎えてもなおわが子の生き方に深くかかわらざるを得ない家族に対する支援の状況はその家族が生きている社会の障がいや障害者に対する状況の反映そのものであると思います。
[bookmark: _GoBack]ここまで考えてきて、与えられた空間が尽きてしまいました。現代において家族の支援には具体的に何が必要か、今後どうあるべきなのか、社会の中で家族に対する支援をどう位置付けるべきかなどについては自分自身今一度整理してみたいと思います。
